
光線力学的療法（PDT）を受けられる方へ

□ □ □

□ 転倒、転落を予防する行動ができる

□ 遮光制限を守ることができる

□ 同意書の確認をします □ □ 病室内は500ルクス以下となります 【治療3日目】 □ 退院後の生活について説明します

□ 入院生活と治療に関する説明をします □ 病棟内は直射日光、窓側を避けて歩行ができます □ 栄養士から食事の説明があります □

（『入院のご案内』を見てください） □ 薬剤を注射後、遮光制限開始となります □ 病棟外へ出るときは制限があります

□ 必要物品を確認します □ □ 飲水開始後、大部屋（廊下側）に移動が可能です □

□

□

□ 男性の方は洋式トイレで座って使用してください

□ □ 点滴の針を入れます □ 【治療2日目】点滴が終われば針を抜きます

□ 注射4時間後に治療をします

□ 安静制限はありません 【治療後】 □ 内視鏡室へは車椅子で移動します □ リハビリテーションが開始となります □ 治療後4週間は直射日光を避けて過ごしてください

□ ストレッチャーで病室に戻ります □ トイレ以外は病室内で過ごしてください □ □

□ トイレ以外はベッド上安静です □

□ □

□

□ 入院時に内服薬を確認します □ 治療前から点滴を開始します □ 24時間点滴をします □

□ 24時間点滴をします

□ 採血 □ 採血 【治療8日目】

□ 胃カメラ検査 □ 皮膚光感受性試験、胃カメラ検査

□ 検温 □ 検温

□ 身長測定、体重測定 □ 合併症の症状を観察します

□ 低残渣食がでます □ 絶飲食です □ 医師の許可があれば飲水ができます □

□ 21時以降は絶食です □ 治療直前まで飲水ができます □ 【治療後3日目】全粥食がでます □ 【治療後4日目】常食がでます

□

□

□  シャワー浴ができます □ 体を拭いて着替えます □ 16時以降にシャワー浴ができます

状況に応じて予定が変更になる場合があります。ご不明な点がありましたらお尋ねください

【治療後2日目】医師の許可があれば五分粥食がでます

清潔

【帽子／手袋／長袖の上下の衣類／サ

ングラス／スカーフ】

遮光制限中、テレビ、携帯電話、スマートホンの操

作は可能です

病室外に出る時は制限があります。必ず看護師にお

知らせください

食事
【治療後7日目】翌日は胃カメラ検査のため、21時以降は絶食です

【治療後8日目】胃カメラが終了するまで絶食です

腹痛、発熱、出血、吐き気がある時はお知らせくだ

さい

説明

貴金属類、コンタクト、入れ歯はすべてはずしてく

ださい

外出時は帽子、スカーフ、マスク、サングラス、手

袋、長袖の上下の衣類などを着用し、直射日光を避

けた生活を送ってください

今回治療した部位は潰瘍になっています。治癒には

2ヶ月かかります

痛みが強くなる、黒い便が出る、発熱が続くようで

あれば病院に連絡をしてください

病棟外に出る時は帽子、スカーフ、マスク、サング

ラス、手袋、上下長袖の衣類を着用してください

トイレ、シャワー浴以外は病室内で過ごしてくださ

い

観察

治療後初めての歩行は看護師が付き添います

薬剤
抗血栓薬は（　　月　　日）から内服を再開します

検査

病棟外に出る時は帽子、スカーフ、マスク、サング

ラス、手袋、上下長袖の衣類を着用してください

処置
必要に応じて太ももの除毛をします

活動

【治療8日目以降】医師の許可があれば遮光制限解

除となります。直射日光を避けて院内歩行ができま

す

治療後9日目～退院まで

目標

治療の内容、流れ、注意事項がわかる 合併症が分かり、症状出現時は医療者へ報告ができる 退院後の生活に向けて準備をすることができる

入院日 治療当日 治療後1日目 治療後2～8日目
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